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令和2年第4回定例会 一 般 質 問

〔 ４ 〕令和3年2月号

一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※質問した議員本人が原稿を書いています。

 町
長
 

①
八
雲
総
合
病
院
の
職
員
及

び
入
院
患
者
に
１
名
で
も
感
染
者
が
確

認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
院
内
対
策
本
部

を
設
置
し
、
町
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

調
査
・
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
へ
の
協
力
要
請
を
含
め
情
報
発

信
に
も
様
々
な
方
法
で
努
め
る
。

　
化
学
療
法
及
び
透
析
を
除
く
通
常
の

外
来
診
療
な
ど
は
一
時
休
止
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
通
院
中
の
再
診
患
者
に
つ

い
て
は
可
能
な
限
り
、
電
話
診
療
で
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
感
染
防
止
対
策
と
し
て
は
、
早
期
に

感
染
経
路
を
調
査
し
、
疑
い
の
あ
る
方

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に

徹
底
し
た
消
毒
を
実
施
す
る
。

②
熊
石
国
保
病
院
に
つ
い
て
、
建
替
事

業
基
本
設
計
業
務
に
取
り
掛
か
っ
て
い

る
が
、
感
染
症
、
災
害
を
含
め
非
常
時

 関口 　 正博  議員
せきぐち まさひろ 問

 
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
受
け
、
改
め
て
地
域
の
医
療

提
供
体
制
の
現
状
と
、
こ
れ
か
ら
の
医

療
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
八
雲
総
合
病
院
に
お
い
て
、
院
内
感

染
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
は
？

②
熊
石
国
保
病
院
の
建
替
事
業
を
控
え
、

感
染
症
対
策
、
災
害
を
含
め
非
常
時
を

見
据
え
た
施
設
機
能
も
必
要
で
は
？

③
八
雲
総
合
病
院
と
熊
石
国
保
病
院
の

連
携
強
化
等
を
含
め
、
八
雲
町
の
将
来

の
医
療
政
策
に
つ
い
て
、
今
ま
で
以
上

に
再
考
す
べ
き
で
は
？

Ｑ
 
八
雲
町
の
将
来
の
医
療
政
策
は
？

Ａ
 
病
院
間
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く

を
見
据
え
た
整
備
方
針
を
定
め
、
そ
の

機
能
等
を
含
め
て
設
計
を
進
め
て
い
る
。

発
熱
外
来
専
用
の
入
口
を
設
け
る
な
ど
、

院
内
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
十
分
に

考
慮
し
て
い
く
。
災
害
に
つ
い
て
は
、

発
生
か
ら
概
ね
３
日
間
は
病
院
機
能
を

維
持
で
き
る
よ
う
整
備
方
針
を
定
め
て

い
る
。

③
八
雲
総
合
病
院
、
熊
石
国
保
病
院
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
発
揮
し
、
相
互
に

連
携
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
人
的

支
援
を
含
め
、
病
院
間
連
携
の
充
実
に

向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

建替えを予定している熊石国保病院



町政を問う

〔 ５ 〕 令和3年2月号

さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
た
当
初
は
、

電
話
診
療
に
よ
る
受
診
が
相
当
数
あ
り
、

そ
の
件
数
は
３
月
４
２
１
件
、
４
月
４

８
８
件
、
５
月
５
３
１
件
で
あ
っ
た
が
、

６
月
以
降
は
減
少
し
、
　

月
は
　
件
で

１１

５０

あ
っ
た
。

 問
 
　
電
話
診
療
で
は
、
病
状
の
変
化

を
診
る
た
め
の
診
察
等
が
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。

 町
長
 

電
話
に
よ
る
診
療
は
再
診
の

み
取
り
扱
っ
て
い
る
。
電
話
再
診
に
も

限
界
は
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
応
え
る

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し 問

 
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

第
１
波
、
第
２
波
、
第
３
波
の
波
が
大

き
く
押
し
寄
せ
て
い
る
中
、
感
染
病
床

を
持
つ
八
雲
総
合
病
院
の
現
状
を
伺
う
。

①
軽
症
・
中
等
症
患
者
を
最
大
で
何
人

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
函

館
で
は
軽
症
患
者
の
ホ
テ
ル
滞
在
が
進

ん
で
い
る
が
、
八
雲
で
は
ど
う
な
の
か
。

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

は
、
希
望
す
る
町
民
す
べ
て
が
接
種
で

き
る
と
い
う
見
通
し
は
あ
る
か
。
③
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
数
と
状
況
は
？

④
基
礎
疾
患
の
あ
る
患
者
の
受
診
控
え

は
な
い
の
か
。

 町
長
 

①
八
雲
総
合
病
院
で
は
、
軽

症
患
者
・
中
等
症
初
期
患
者
の
受
け
入

れ
は
最
大
　
名
。

１５

　
ホ
テ
ル
滞
在
は
、
北
海
道
が
設
置
者

と
な
る
が
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
な

ど
か
ら
函
館
市
の
み
に
設
置
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
八
雲
町
に
設
置
さ
れ
る

予
定
は
な
い
。

②
早
い
段
階
か
ら
ワ
ク
チ
ン
を
確
保
し
、

例
年
よ
り
１
千
人
分
増
加
し
て
対
応
し

た
が
、
　

月
末
で
予
約
接
種
が
終
了
し
、

１１

　
月
以
降
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

１２③
発
熱
外
来
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
検
査
数
は
２
月
か
ら
　
月
ま
で

１１

１
４
３
件
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
数

は
今
年
度
　
件
で
あ
る
が
、
発
生
件
数

６９

は
ゼ
ロ
で
、
こ
れ
は
マ
ス
ク
着
用
、
手

洗
い
の
効
果
等
に
よ
り
、
感
染
が
防
止

Ｑ
 
コ
ロ
ナ
禍
で
の
八
雲
総
合
病
院
の
現
状
は

Ａ
 マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
等
、
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
と

議会これからの予定
《３月》　　　４日　議会運営委員会

　　　　1０日～１８日　第１回定例会

　　　　　　　　　　予算特別委員会　

　　　　　　　　　　全員協議会

　　　　　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　　　　　文教厚生常任委員会

　　　　　　　　　　広報広聴常任委員会

　　　　　　　　　　議会運営委員会

議会を傍聴してみませんか

次の議会は、

令和３年第１回定例会

３月10日（水）午前10時から

開会の予定です。

お気軽に足を運んでみてください。

YouTubeで映像配信もします

八雲総合病院

１年の予算が

ここで決まり

ます。



令和2年第4回定例会 一 般 質 問

〔 ６ 〕令和3年2月号

　
熊
石
沖
で
は
電
源
開
発
株
式
会
社

（
Ｊ
パ
ワ
ー
）
が
音
波
調
査
を
進
め
て

い
る
。
残
念
な
こ
と
に
熊
石
地
域
は
風

が
弱
く
、
風
車
が
建
つ
か
ど
う
か
は
、

現
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
。

　
今
後
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
住
民
や

議
会
に
も
説
明
し
て
い
く
。

 問
 
　
熊
石
沖
に
洋
上
風
車
が
建
つ
可

能
性
は
あ
る
か
。
今
後
進
展
が
あ
れ
ば
、

八
雲
地
域
で
も
説
明
会
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
考
え
を
伺
う
。

 町
長
 

檜
山
管
内
と
八
雲
町
、
ひ
や

ま
漁
協
な
ど
と
、
檜
山
管
内
洋
上
風
力

連
絡
協
議
会
を
設
立
し
、
情
報
の
共
有

を
図
っ
て
い
る
。

 問
 
　
コ
ロ
ナ
で
経
営
が
悪
化
し
て
い

る
介
護
施
設
に
対
し
、
本
来
の
利
用
時

間
に
上
乗
せ
し
た
経
費
を
利
用
者
か
ら

徴
収
で
き
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
か
ら

通
知
さ
れ
て
い
る
。
施
設
に
よ
っ
て
対

応
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
利
用
者
に

と
っ
て
不
公
平
で
は
な
い
か
。
特
例
措

置
と
し
て
、
利
用
者
が
負
担
す
る
上
乗

せ
分
を
、
町
が
補
て
ん
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

 町
長
 

各
事
業
所
の
取
り
組
み
や
考

え
方
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
酬
を
算

定
し
て
い
る
の
で
、
介
護
報
酬
上
の
加

算
の
算
定
と
同
様
の
も
の
と
捉
え
て
お

り
、
不
公
平
に
な
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ

Ｑ
 檜
山
エ
リ
ア
洋
上
風
力
発
電
事
業
の
現
況
は
？

Ａ
 
今
年
１
月
に
連
絡
協
議
会
設
立

Ａ
　
不
公
平
と
は
考
え
て
い
な
い

Ｑ
　
介
護
施
設
の
利
用
者
負
担
増
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
公
平
で
は
な
い
か

【
檜
山
エ
リ
ア
洋
上
風
力
発
電
事
業
】

　
せ
た
な
町
か
ら
上
ノ
国
町
ま
で
の

沖
に
　
万
２
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
　

基

７２

７６

の
風
車
の
設
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
電
源
開
発
）

【
社
会
的
検
査
】

　
医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉
施
設
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
、
学
童
保

育
な
ど
で
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

行
う
こ
と
。
経
費
は
国
１
／
２
、
自

治
体
１
／
２
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
　
町
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
て
い
な
い

Ｑ
　
介
護
事
業
所
等
で
新
型

　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
の
社
会
的
検
査
を

Ａ
　
特
殊
勤
務
手
当
が
あ
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
慰
労
金
は
考
え
て
い
な
い

Ｑ
　
救
急
搬
送
業
務
に
従
事
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
に
も
慰
労
金
を

Ａ
　
働
く
場
や
活
動
の
場
に
繋
が
る

　
　
　
よ
う
、
支
援
し
て
い
く

Ｑ
　
精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
を

　
　
　
持
つ
人
が
働
け
る
町
に



町政を問う

〔 ７ 〕 令和3年2月号

 問
 
　
核
の
ゴ
ミ
だ
け
で
は
な
く
、
核

全
体
の
問
題
に
つ
い
て
、
知
事
に
提
言

し
て
は
ど
う
か
？

 町
長
 

知
事
と
協
議
し
よ
う
と
考
え

た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
大
変
良
い
意

見
だ
と
思
う
。
長
万
部
町
、
今
金
町
、

せ
た
な
町
と
の
４
町
で
、
知
事
と
の
協

議
の
場
を
設
け
、
核
の
ゴ
ミ
だ
け
で
は

な
く
、
核
の
問
題
等
の
議
論
を
す
る
こ

と
は
有
り
！
と
痛
切
に
感
じ
た
。

 問
 
　
小
・
中
・
高
校
生
と
い
う
未
来

の
人
材
が
卒
業
し
た
後
に
、
「
ど
う
Ｕ

タ
ー
ン
さ
せ
る
か
」
が
中
心
の
、
こ
れ

ま
で
の
施
策
に
は
、
「
魅
力
あ
る
町
を

ど
う
見
せ
、
感
じ
て
、
学
ん
で
も
ら
う

か
？
」
の
視
点
が
施
策
づ
く
り
に
欠
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

そ
の
指
摘
は
受
け
止
め
る
。

役
場
各
部
署
、
産
業
団
体
等
の
関
係
組

織
と
検
討
・
共
有
し
た
う
え
で
、
人
材

育
成
・
創
出
の
プ
ロ
セ
ス
や
役
割
分
担

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お 問

 
　
コ
ロ
ナ
対
策
の
こ
れ
ま
で
の
検

証
と
第
３
波
に
対
し
て
は
？

 町
長
 

飲
食
・
宿
泊
業
中
心
に
行
っ

て
き
た
施
策
の
デ
ー
タ
蓄
積
と
課
題
の

検
証
は
行
っ
て
い
る
。
主
な
課
題
は
次

の
３
つ
。

①
国
・
道
の
対
応
策
の
内
容
や
実
行
時

期
が
分
か
り
に
く
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
施
策
が
難
し
い
。

②
業
種
の
幅
が
広
く
、
融
資
額
の
規
模

や
借
り
入
れ
の
需
要
予
測
が
難
し
い
。

③
各
種
給
付
金
に
お
い
て
、
多
様
な
業

種
・
業
態
・
経
営
規
模
の
実
態
を
反
映

し
た
制
度
設
計
が
必
要
。

　
す
で
に
広
が
っ
て
い
る
第
３
波
に
は
、

事
業
継
続
を
支
援
す
る
給
付
金
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
を
踏
ま
え
、
状

況
に
応
じ
た
施
策
を
講
じ
た
い
。

 問
 
　
近
隣
町
が
核
の
ゴ
ミ
に
対
し
て
、

「
受
け
入
れ
の
可
能
性
を
否
定
し
な

い
」
と
答
え
た
。
町
長
は
ど
う
受
け
止

め
る
の
か
。

 町
長
 

八
雲
町
に
は
、
核
に
関
す
る

も
の
は
必
要
な
い
。
他
町
の
こ
と
に
は

言
及
し
な
い
。

Ｑ
 コ
ロ
ナ
対
策
の
「
こ
れ
ま
で
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
は
？

Ａ
 課
題
は
３
つ
、
第
３
波
に
は
状
況
に
応
じ
た
施
策
を

が
今
後
は
必
要
と
感
じ
た
。

 問
 
　
教
育
委
員
会
だ
け
に
任
せ
て
い

て
は
い
け
な
い
。
八
雲
Ｃ
Ｓ
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
は
、
熊
石
、
野

田
生
、
落
部
の
Ｃ
Ｓ
と
比
較
し
て
、
ま

だ
ま
だ
地
域
と
の
関
わ
り
方
が
少
な
い
。

 教
育
長
   学
校
と
地
域
を
繋
げ
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
っ
て
い
き
た

い
。

 町
長
 

未
来
あ
る
子
ど
も
達
の
た
め

に
、
ど
の
町
に
も
劣
ら
な
い
教
育
が
で

き
れ
ば
、
も
っ
と
住
み
や
す
い
町
に
近

づ
け
る
と
思
う
。
教
育
に
お
金
を
い
と

わ
な
い
で
や
っ
て
み
た
い
！
と
い
う
思

い
だ
。

 質
問
を
終
え
て

　
３
問
目
は
、
ま
っ
た
く
書
き
き
れ
て

い
な
い
の
で
、
是
非
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を

見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
議
員
と
し
て
、
教
育
委
員
会
に
ハ
ッ

パ
を
か
け
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

Ｃ
Ｓ
の
中
の
「
地
域
」
の
一
員
と
し
て

助
力
で
き
る
形
を
作
ろ
う
と
思
う
。

Ａ
　
４
町
の
議
論
を
深
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
事
と
協
議
の
場
を
…

Ｑ
　「
核
の
ゴ
ミ
」
に
対
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
長
の
こ
れ
か
ら
は
？

Ａ
　
教
育
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
金
を
い
と
わ
な
い
！

Ｑ
　「
人
材
の
送
出
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
人
材
の
創
出
」
へ

是
非
、
実
現
を
！

　
　
　
　
　
　
赤
井



令和2年第4回定例会 一 般 質 問

〔 ８ 〕令和3年2月号

①
道
道
八
雲
北
桧
山
線
に
つ
い
て
、
道

路
を
管
理
す
る
北
海
道
に
対
し
て
、
街

路
灯
の
増
設
を
要
望
し
た
経
緯
が
あ
る

か
。

②
町
道
大
新
線
と
の
接
続
点
か
ら
大
新

ス
ポ
ー
ツ
公
園
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、

街
路
灯
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

 町
長
 

①
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
交
差
点

か
ら
、
町
道
大
新
線
と
の
接
続
点
ま
で

の
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
に
は
、
北
海

道
、
八
雲
町
、
町
内
会
が
そ
れ
ぞ
れ
設

置
し
、
管
理
を
行
っ
て
い
る
街
路
灯
が

合
計
　
基
あ
る
。
八
雲
病
院
の
機
能
移

２２

転
に
伴
い
、
周
辺
が
暗
く
な
っ
た
と
感

じ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
街
路
灯
の
設
置

数
や
間
隔
か
ら
す
る
と
、
他
の
地
域
の

街
路
灯
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
明
る
さ

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
区
間
の
街
路
灯
の
増
設
に
つ
い

 問
 
　
道
道
八
雲
北
桧
山
線
の
旧
国
立

病
院
機
構
八
雲
病
院
前
か
ら
町
道
大
新

線
に
接
続
す
る
ま
で
の
間
は
、
街
路
灯

の
設
置
数
が
少
な
く
、
八
雲
病
院
の
機

能
移
転
に
伴
っ
て
、
そ
の
周
辺
は
更
に

暗
さ
が
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
道
大

新
線
と
の
接
続
点
か
ら
大
新
ス
ポ
ー
ツ

公
園
ま
で
の
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間

に
つ
い
て
は
、
街
路
灯
が
全
く
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
区
間
で
は
、

早
朝
や
夜
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
の
陸
上
や
サ
ッ
カ
ー

の
練
習
に
お
い
て
も
、
日
没
後
に
街
路

灯
が
な
い
区
間
を
通
り
帰
宅
し
て
い
る
。

て
は
、
北
海
道
に
要
望
し
た
こ
と
は
な

い
が
、
新
幹
線
開
通
に
併
せ
て
、
増
設

が
必
要
で
あ
れ
ば
要
望
し
て
い
き
た
い
。

②
町
道
大
新
線
の
接
続
点
か
ら
大
新
ス

ポ
ー
ツ
公
園
ま
で
は
街
路
灯
の
設
置
が

な
く
、
電
柱
も
な
い
状
況
で
あ
る
。
設

置
す
る
に
は
電
柱
や
電
線
も
含
め
、
相

当
な
費
用
が
必
要
に
な
る
た
め
、
現
時

点
で
は
設
置
は
考
え
て
い
な
い
が
、
周

辺
の
環
境
変
化
に
併
せ
て
、
必
要
で
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
大
新
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
利
用
実
態
を

見
る
と
、
少
年
団
の
練
習
は
、
保
護
者

の
送
迎
を
原
則
と
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
は
時
間
帯
の
調
整
や
、

街
路
灯
が
あ
る
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る

な
ど
、
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

 宮  本 　 雅  晴  議員
みや もと まさ はる

Ｑ
 街
路
灯
設
置
に
よ
る
環
境
改
善
を

Ａ
 
北
海
道
に
増
設
を
要
望
し
た
い

道道八雲北桧山線から町道大新線の接続点付近



町政を問う

〔 ９ 〕 令和3年2月号

い
う
こ
と
で
、「
新
漁
業
法
」
を
　
月
１

１２

日
か
ら
施
行
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
八
雲
地
域
の
漁
業
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
？

 町
長
 

現
時
点
で
は
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
が
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
と
な
っ
て
お
り
、

漁
獲
可
能
量
を
超
過
し
た
場
合
、
操
業

が
制
限
さ
れ
る
。

　
法
改
正
に
よ
り
、
さ
ら
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚

種
が
追
加
さ
れ
た
場
合
、
漁
船
漁
業
者

へ
の
影
響
を
危
惧
し
て
い
る
。

　
八
雲
・
落
部
両
漁
協
は
も
と
よ
り
、

北
海
道
内
の
各
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

漁
獲
量
設
定
の
科
学
的
資
源
評
価
の
精

度
の
問
題
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
弾
力
的
な
運
用

に
つ
い
て
、
関
係
漁
業
者
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
道
や
国
に
要
請
し

て
い
る
。
町
と
し
て
も
、
各
漁
協
と
連

携
を
密
に
し
、
必
要
に
応
じ
て
対
応
し

て
い
く
。

　
今
後
は
、
働
け
る
・
稼
げ
る
漁
業
、

そ
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
仕
事
づ

く
り
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
た
の
で
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

み
た
い
。
漁
業
に
対
し
て
も
、
熱
い
思

い
は
十
分
に
あ
る
。

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み 問

 
　
勤
務
先
で
ア
パ
ー
ト
を
探
す
苦

労
な
ど
を
考
え
る
と
教
員
住
宅
は
必
要

で
あ
る
が
、
近
年
は
地
方
か
ら
の
通
勤

や
、
民
間
ア
パ
ー
ト
の
利
用
も
増
え
て

い
る
。
建
設
時
は
地
方
債
が
借
り
ら
れ

有
利
だ
が
、
維
持
費
や
解
体
費
は
す
べ

て
持
ち
出
し
と
な
る
。
解
体
費
の
高
騰

も
含
め
、
今
後
の
教
員
住
宅
の
あ
り
方

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
？

 教
育
長
 

現
在
、
教
職
員
住
宅
の
数

は
、
教
職
員
数
に
見
合
っ
て
い
な
い
状

況
だ
が
、
町
外
か
ら
の
通
勤
者
や
、
町

内
の
民
間
賃
貸
住
宅
希
望
者
が
一
定
数

い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
整
備
は
要
し

な
い
と
考
え
、
現
存
の
住
宅
の
適
正
な

維
持
補
修
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
比
較
的
状
態
の
良
い
、
入
居

見
込
み
の
な
い
住
宅
に
つ
い
て
の
売
払

い
を
検
討
す
る
。
解
体
に
つ
い
て
も
、

将
来
を
見
据
え
て
八
雲
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
協
議
・
検

討
を
す
る
。

　
ま
た
、
今
後
改
修
す
る
際
に
は
、
身

一
つ
で
来
ら
れ
る
よ
う
な
対
応
も
考
え

る
。

 問
 
　
政
府
は
漁
業
先
進
国
が
取
り
組

む
厳
格
な
管
理
を
浸
透
さ
せ
、
資
源
の

管
理
と
漁
業
生
産
の
回
復
を
目
指
す
と

Ｑ
 
教
員
住
宅
の
今
後
は
？

Ａ
 
新
た
な
整
備
は
し
な
い

 質
問
を
終
え
て

　
漁
業
は
、
後
継
者
問
題
も
含
め
、
大

変
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
漁
業

権
と
い
う
特
殊
な
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

法
改
正
で
柔
軟
に
な
っ
て
い
き
そ
う
な

の
で
、
是
非
、
今
ま
で
の
殻
を
破
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
！

Ａ
　
漁
船
漁
業
者
へ
の
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
惧
し
て
い
る

Ｑ
　
新
漁
業
法
の
影
響
は
？

【
Ｔ
Ａ
Ｃ
】

　
対
象
と
す
る
資
源
（
魚
種
）
に
対

し
て
、
漁
獲
す
る
こ
と
が
で
き
る
上

限
の
数
量
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
資
源
を
保
存
、
管
理
し
よ
う
と

す
る
も
の
。



〔 １０ 〕令和3年2月号

定例会・臨時会議件一覧

令和２年第６回臨時会（令和２年１０月２９日）

工事請負契約の締結について議案第２号
八雲町社会福祉法人等助成条例の一部を改正する

条例
議案第１号

令和２年第７回臨時会（令和２年１１月３０日）

専決処分の承認を求めることについて

（令和２年度八雲町病院事業会計補正予算（第４号））
承認第１号

八雲町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例
議案第１号

専決処分の報告について

（損害賠償額の決定について）
報告第１号

八雲町教育長の給与及び旅費等に関する条例の一

部を改正する条例
議案第２号

八雲町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例
発委第１号

八雲町一般職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例
議案第３号

令和２年第４回定例会（令和２年１２月１０日～１４日）

令和２年度八雲町水道事業特別会計補正予算（第

１号）
議案第１６号八雲町税条例の一部を改正する条例議案第１号

令和２年度八雲町一般会計補正予算（第１３号）議案第１７号
地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴う関

係条例の整理に関する条例
議案第２号

令和２年度八雲町下水道事業特別会計補正予算

（第２号）
議案第１８号八雲町国民健康保険税条例の一部を改正する条例議案第３号

令和２年度八雲町水道事業特別会計補正予算（第

２号）
議案第１９号八雲町町営住宅条例の一部を改正する条例議案第４号

専決処分の報告について

（工事請負契約の一部変更契約締結について）
報告第１号

八雲町病院事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例
議案第５号

八雲町議会基本条例の一部を改正する条例発委第１号八雲町火災予防条例の一部を改正する条例議案第６号

不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書発議第１号指定管理者の指定について議案第７号

「介護予防・日常生活支援総合事業」の対象拡大

に反対する意見書
発議第２号令和２年度八雲町一般会計補正予算（第１２号）議案第８号

２０２１年度介護報酬改定における大幅増、コロナ支

援を求める意見書
発議第３号

令和２年度八雲町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第３号）
議案第９号

犯罪被害者支援の充実を求める意見書発議第４号
令和２年度八雲町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）
議案第１０号

核兵器禁止条約の批准を求める意見書発議第５号
令和２年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算

（第３号）
議案第１１号

住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化

を求める意見書
発議第６号

令和２年度八雲町熊石地域簡易水道事業特別会計

補正予算（第１号）
議案第１２号

コロナ禍による地域経済対策を求める意見書発議第７号
令和２年度八雲町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）
議案第１３号

航空自衛隊八雲分屯基地有効活用及び周辺整備事業推進特別委

員会調査報告書

令和２年度八雲町農業集落排水事業特別会計補正

予算（第１号）
議案第１４号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書令和２年度八雲町病院事業会計補正予算（第５号）議案第１５号



〔 １１ 〕 令和3年2月号

能
登
谷
　
正
　
人

黒
　
島
　
竹
　
満

千
　
葉
　
　
　
隆

宮
　
本
　
雅
　
晴

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

田
　
中
　
　
　
裕

三
　
澤
　
公
　
雄

赤
　
井
　
睦
　
美

大
久
保
　
建
　
一

齋
　
藤
　
　
　
實

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

関
　
口
　
正
　
博

採決結果議　　　　　件　　　　　名

××××××○○××○○×否　　決
「介護予防・日常生活支援総合事業」の対象拡大

に反対する意見書
発議第２号

××××××××××○○×否　　決
２０２１年度介護報酬改定における大幅増額、コロナ

支援を求める意見書
発議第３号

××××××○○××○○×否　　決核兵器禁止条約の批准を求める意見書発議第５号

賛成　〇　　反対　×　

※能登谷　正人議長は賛否同数の場合に、その可否を決定します。

　　　　　第４回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

《１１月》

　　　１２日　　議会運営委員会

　　　１９日　　文教厚生常任委員会

　　　３０日　　第７回臨時会

　　　　　　　全員協議会

《１２月》

　　　７日　　議会運営委員会

１０日～１４日　　第４回定例会

　　　１１日　　全員協議会

　　　　　　　役場庁舎等整備調査特別委員会

　　　　　　　航空自衛隊八雲分屯基地有効活

　用及び周辺整備事業推進特別委

　員会

　　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　　文教厚生常任委員会

　　　１４日　　議会運営委員会

　　　　　　　広報広聴常任委員会

《１月》

　　　１２日　　広報広聴常任委員会

　　　１４日　　総務経済常任委員会

　　　１９日　　広報広聴常任委員会

　　　２１日　　第１回臨時会

　　　　　　　役場庁舎等整備調査特別委員会

　　　　　　　文教厚生常任委員会

議会のうごき

　「核のゴミ」の最終処分場選定をめぐり、周辺自治体で議論が巻き起こっていますが、すで

に八雲町議会は、平成30年６月開催の第２回定例会において、「高レベル放射性廃棄物の最終

処分場の受け入れを拒否する決議」をしています。

　農業・水産業を中心とした町であり、ブランドに影響を及ぼすので、北海道の「核抜き条例」

に基づき、最終処分場は受け入れないこととしています。

高レベル放射性廃棄物の最終処分場の受け入れを拒否する決議

「核のゴミ」… 八雲町では！？
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常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員特別委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
令和２年11月から令和３年１月の

各常任委員会、特別委員会の活動です。

　
所
管
各
課
か
ら
報
告
を
受
け
た
中
で
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
基
金
の
運
用
に
つ
い
て
（
会
計
課
）

　
北
海
道
公
募
公
債
（
地
方
債
の
一
種
）
、

９
月
発
行
分
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
２

億
円
の
基
金
運
用
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
回
、
　

月
発
行
分
に

１２

つ
い
て
も
３
億
円
を
購
入
し
、
基
金
運

用
を
実
施
し
ま
す
。

総
務
経
済

●
北
海
道
新
幹
線
新
八
雲
（
仮
称
）
駅

周
辺
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
（
新

幹
線
推
進
室
）

　
新
八
雲
（
仮
称
）
駅
の
構
造
に
つ
い

て
、
現
在
の
工
事
計
画
認
可
上
は
盛
土

構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
で
は
、

牧
歌
風
景
に
調
和
し
、
自
然
景
観
に
も

配
慮
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
高
架
構
造

と
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
高
架
構
造
を
前
提
と
し
た
協

議
・
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
駅
施
設
（
駅
舎
出
入
口
、
エ
レ
ベ
ー

タ
、
階
段
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
、
改
札
・

役
務
室
、
ト
イ
レ
、
待
合
室
そ
の
他
）

の
位
置
検
討
。

・
駅
前
広
場
（
旋
回
場
）
、
駅
駐
車
場
の

検
討
。

・
駅
裏
山
整
備
の
検
討
。

・
駅
舎
コ
ン
セ
プ
ト
の
検
討
。

・
そ
の
他
駅
周
辺
施
設
の
整
備
検
討
。

●
地
域
交
通
空
白
エ
リ
ア
対
策
事
業

（
北
海
道
事
業
）
に
つ
い
て
（
政
策
推

進
課
）

　
八
雲
～
熊
石
間
に
つ
い
て
、
実
証
実

験
と
し
て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

【
実
証
運
行
便
】

・
車
両
は
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
。

・
実
施
期
間
は
２
月
を
想
定
。

・
運
賃
あ
り
。
（
３
段
階
程
度
）

・
委
託
事
業
者
は
八
雲
ハ
イ
ヤ
ー

●
成
人
式
延
期
！
（
社
会
教
育
課
）

　
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
ま
だ
見
ら
れ
な
い

た
め
、
例
年
１
月
３
日
に
実
施
さ
れ
る

成
人
式
は
、
今
年
度
延
期
と
な
り
ま
し

た
。

　
時
期
に
つ
い
て
は
ま
だ
は
っ
き
り
と

決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
５
月
に
行

う
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
頃
に
は

終
息
の
目
途
が
立
っ
て
い
る
と
良
い
で

す
ね
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ

い
て
（
保
健
福
祉
課
）

　
今
、
国
で
は
安
全
で
有
効
な
ワ
ク
チ

ン
を
で
き
る
だ
け
早
く
国
民
に
供
給
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
想
定
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
個
別

通
知
は
、
町
が
対
象
者
に
対
し
「
接
種

券
」
を
発
行
。
接
種
順
位
は
感
染
症
患

者
に
直
接
医
療
を
提
供
す
る
施
設
の
医

療
従
事
者
を
上
位
に
位
置
づ
け
、
高
齢

者
及
び
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
や
妊
婦

さ
ん
の
順
位
は
検
討
段
階
だ
そ
う
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
に
は
副
反
応
も
伴
い
ま
す

の
で
、
国
と
し
て
安
全
性
の
確
保
は

し
っ
か
り
と
行
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

文
教
厚
生
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●
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
！

　
　
月
３
日
、
せ
た
な
町
議
会
広
報
発

１２
行
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
が
来
町

し
、
議
会
広
報
誌
の
作
成
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
「
誌
面
の
改
編
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

ら
れ
た
か
？
」「
耳
を
す
ま
し
て
の
コ
ー

ナ
ー
で
町
民
の
声
を
取
り
上
げ
て
い
る

の
は
と
て
も
良
い
企
画
。
」
な
ど
、
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
疑
問
な
ど
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
　

　
議
会
広
報
誌
は
「
町
民
皆
さ
ま
の
手

に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
」
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
を
共
有
で

き
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
基
本
計
画

（
素
案
）
に
つ
い
て
、
特
別
委
員
会
と

し
て
意
見
等
を
提
出
し
、
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
旧
養
護
学
校
体
育
館
を
避
難
所
と
し

て
活
用
す
る
計
画
に
つ
い
て

意
見
　
避
難
生
活
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
確
保
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
体
育
館

内
の
仕
切
り
の
ほ
か
、
各
教
室
を
避
難

場
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
願

い
た
い
。

回
答
　
各
教
室
を
避
難
場
所
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

意
見
　
避
難
生
活
で
の
衛
生
面
へ
の
配

慮
と
し
て
、
男
女
シ
ャ
ワ
ー
室
の
設
置

を
検
討
願
い
た
い
。

回
答
　
前
向
き
に
検
討
す
る
。

●
公
民
館
跡
地
交
流
施
設
検
討
に
つ
い

て意
見
　
公
民
館
跡
地
に
新
た
な
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
は
、
八
雲
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
考
え
方
に
矛
盾
し

て
い
る
。
公
民
館
機
能
を
集
約
後
は
、

貸
館
施
設
と
な
る
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
や

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
を
計
画
し
て
い

る
町
民
セ
ン
タ
ー
を
代
替
施
設
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
人
口
減
少
に
よ
る
住

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
併
せ
て
庁
舎
整
備

に
関
す
る
全
体
的
な
コ
ス
ト
管
理
の
必

要
性
、
そ
し
て
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
や
町

民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
を
考
え
る
と
、

小
規
模
交
流
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に

関
し
て
再
度
慎
重
に
検
討
願
い
た
い
。

回
答
　
必
要
性
に
つ
い
て
再
度
見
直
し
、

基
本
設
計
に
入
る
前
ま
で
に
結
論
を
出

せ
る
よ
う
検
討
す
る
。

●
基
本
方
針
に
つ
い
て

意
見
　
行
政
機
能
の
集
約
化
と
い
う
観

点
か
ら
、
国
・
道
の
機
関
を
同
一
敷
地

内
に
配
置
す
る
働
き
か
け
も
必
要
。

回
答
　
警
察
署
は
建
替
え
の
予
定
が
あ

り
、
移
転
に
前
向
き
に
協
議
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
の
施
設
に
も
引
き
続

き
要
請
し
て
い
く
。

　
特
に
保
健
所
に
つ
い
て
は
、
町
民
か

ら
も
駐
車
場
の
狭
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
の
で
、
要
請
し
て
い
く
。

●
新
庁
舎
の
配
置
計
画
に
つ
い
て

意
見
　
新
庁
舎
を
防
災
拠
点
と
す
る
基

本
方
針
で
あ
る
な
ら
ば
、
防
災
本
部

（
本
庁
舎
）
か
ら
の
指
示
や
避
難
状
況

の
把
握
な
ど
が
迅
速
に
行
え
る
配
置
関

係
で
あ
る
こ
と
が
重
要
。
体
育
館
と
隣

接
さ
せ
る
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
願
い

た
い
。

回
答
　
再
度
、
配
置
を
見
直
し
、
基
本

計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

●
提
言
に
つ
い
て
特
に
確
認
を
必
要
と

し
た
事
項

町
財
政
へ
の
配
慮
　
財
源
の
確
保
及
び

公
共
施
設
整
備
基
金
の
可
否
に
つ
い
て

と
、
新
庁
舎
の
整
備
費
抑
制
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
？

回
答
　
有
利
な
補
助
制
度
を
活
用
し
た

い
。
新
庁
舎
の
設
備
に
つ
い
て
は
費
用

対
効
果
等
を
検
証
し
て
い
く
。

 

八
雲
町
役
場
庁
舎
等
　

整
備
調
査
特
別
委
員
会

　
引
き
続
き
特
別
委
員
会
で
は
、
新

庁
舎
に
つ
い
て
精
力
的
に
議
論
し
て

い
き
ま
す
。

広
報
広
聴

町
民
の
た
め
の
施
設
。
妥
協

せ
ず
、
意
見
を
言
っ
て
い
き

た
い
。
　
　
　
　
　
大
久
保

八雲町の議会広報誌が

評価されました！
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Ｑ　近年、大活躍している吹奏楽局ですが、今

回の大会の結果について教えてください。

　今年度は「海越」（かいえつ）という言葉を自

分たちで作り、今年こそ海を越え全国大会を目

指そうという目標を立てました。

　その結果、「日本管楽合奏コンテスト全国大

会」に出場という目標を達成することができま

した。ただ、コロナ禍の中で動画審査となり、

実際に海を越えることは叶いませんでした。

　全国大会では、「最優秀賞」を受賞したほか、

「観客投票最多賞」もいただき、皆さんに応援

していただいていることを改めて感じることが

でき感無量でした。

Ｑ　今後の目標や夢は？

　３年生が引退し、局員は２年生２名、１年生

１１名となりました。少ない人数ではありますが、

来年度も団体だけではなく、ソロやアンサンブ

ルでも全国大会に進めるように頑張って練習し

たいと思います。

　将来的には、「吹奏楽の町（音楽の町）」と言

われるような取組みをしていきたいです。

Ｑ　八雲町の好きなところは？

　どこの飲食店に行っても、おいしいものを食

べることができる。民謡や日本舞踊など伝統的

なものに触れることができる習い事が充実して

いるところ。山車行列をはじめ、書初め大会や

ハロウィンなど、イベントが充実しているとこ

ろが素敵だと思います。

Ｑ　八雲町に足りないと感じるところは？

　足りないところではないのですが、せっかく

二海郡なので、八雲地域と熊石地域の人たちが、

もっと交流できる場があると、繋がりが深くな

ると思います。あとは、八雲町に大きな音楽

ホールがあると、とても嬉しいです。

Ｑ　議会に対してはどんなイメージですか？

　八雲町の教育や文化、財政などについて話を

しているイメージです。新型コロナウイルスに

よって、さらに話し合うことが増えてしまって

大変だと感じています。

・・・取材を終えて・・・

　本当は直接お会いして、いろいろお聞きした

かったのですが、新型コロナウイルスの感染拡

大により、書面でのやりとりとなりました。お

忙しいところご協力いただいた顧問の白岩先生

や局員の皆さまには、心から感謝しております。

今後の益々のご活躍を、町民みんなで応援しま

しょう！

発行／北海道八雲町議会　衣049-3192　北海道二海郡八雲町住初町138　緯0137-62-2388

この広報の製作費は、１部あたり５１．２円です。

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。

　今回は

八雲高等学校吹奏楽局の皆さんです！

　営利を目的とする場合を除き、こ
の議会広報誌をそのまま読むことが
困難な方のために、録音図書・拡大
写本等へ複製することを認めます。
　製作後は八雲町議会事務局（緯
０１３７－６２－２３８８）へご報告ください。

　
八
雲
町
議
会
で
は
「
開
か
れ

た
議
会
」
、
「
わ
か
り
や
す
い
議

会
」
、
そ
し
て
「
議
会
を
少
し
で

も
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
思
い
で
、
議
会
改
革

を
始
め
、
　

年
が
経
ち
ま
し
た
。

１０

　
議
会
広
報
誌
も
で
き
る
だ
け

多
く
の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
、
内
容
の
工
夫
も
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
先
日
、「
耳

を
す
ま
し
て
」
の
コ
ー
ナ
ー
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
か
ら
、

「
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
『
見
た

よ
！
載
っ
て
い
た
ね
！
』
と
声

を
掛
け
ら
れ
、
結
構
多
く
の
人

が
議
会
広
報
誌
を
読
ん
で
い
る

ん
だ
な
と
驚
き
ま
し
た
。
」
と
い

う
嬉
し
い
お
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ

読
ま
れ
て
い
な
い
方
も
多
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
誌
面
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
で
は
、
今
後
の
議
会
活
動
を

映
像
で
発
信
し
、
皆
様
に
と
っ

て
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
興
味
・
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
月
は
町
議
選
挙
が
あ
り
ま

１０
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に

「
議
員
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
も
う
！
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
わ
か
り
や
す
い
議
会
を
目

指
し
ま
す
。

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
赤
井
　
睦
美

編
  集
  後
  記


